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保健体育科学習指導案

指導者 眞島宏子

１，日 時 平成１８年 ５月 １１日（木） ２校時

２，学 級 ３年１．４組 女子２７名 上田中学校体育館

３，主 題 球技「バレーボール」

４，主題について
球技は、ボールなどを媒介として、集団対集団、個人対個人で攻防を展開し得点を取り合って勝敗を競うことを
ねらいとし、チームの課題や自己の能力に適した課題の解決に取り組んだり、ゲームを楽しんだりする運動であ
る。バレーボールは、ネットを挟んだ２つのチームが相互に攻防しあい、得点を競い合う集団スポーツである。
バレーボールの技術は、サーブ・レシーブ・トス・スパイクなどが、統合され融合したものである。筋力・持久
力・調整力・敏捷性をはじめ、多くの運動要素を含んでいる。また、今もっているチームや自分の課題を明らか
にし、練習の中で解決を図ること、ゲームから生じた新たな課題を解決するために、チーム内のメンバーと深く
かかわり話し合いをすることによって、練習やゲームのしかたを工夫する能力が高まっていくと考える。この能
力が生涯にわたるスポーツライフの基礎を培うものと考える。さらにバレーボールの特性を知り、チームにおけ
る自分の役割を理解し、その責任を果たし、互いの長所を認め合いながら協力して意欲的に取り組もうとする姿
勢を身につけることにより、仲間同士の信頼関係をはぐくむものと考える。そして、この学習を通して身につく
であろうルールやマナーを守り、勝敗に対する公正な態度などは、社会生活における望ましい態度や行動にもつ
ながり、人間形成に役立つと考える。
３年１．４組の生徒は、明るく積極的に授業に取り組もうとしている。積極性のある生徒が学級を引っ張り雰囲
気を作り、物事に対しても意欲的に取り組んでいるが、自分の感情や言葉を出すことに時間がかかり積極性に欠
ける生徒もいる。バレーボールが好きか、という問いには「みんなで協力し合える、ラリーが続くと面白い、団
結して守ったり攻めたりできる、スパイクが決まるとスカッとする、みんなで声を出して喜び合える、一人一人
が上手くなっていくのがわかる」から好き、と答えた生徒が２１名 「うまくプレーできない、上達しない、突き、
指をする、運動が苦手だ」から嫌い、と答えた生徒が４名いる （欠席２名 。全体的には 「ゲームで勝ちたい・。 ） 、
うまくなりたい」という思いをもった生徒が多く、意欲的に練習をしている。２年生では、三段攻撃を意識した
ゲームまでを経験している。３年生では、それぞれの役割をしっかりと果たすことがチームに貢献することにつ
ながることを意識させながら、コンビネーションバレーを展開できるところまで、引き上げていきたい。
そこで、指導にあたっては、既習事項を基にしながら、チームひとり一人の能力に応じてポジションや戦術を工
夫しあい、チームごとの取り組みに磨きをかけて、練習やゲームのレベルアップを図りたい。そのために、チー

、 、 。ムのメンバー構成・ポジション決定の必然性を説きながら 自分たちで話し合いを持たせ 理解させていきたい
励ましやアドバイス等の暖かい雰囲気を大切にし、ルールを工夫して自分たちの持っている力で練習やゲームが
楽しめるようにしたい。毎時間の授業で学習したことをよりどころとし、チームのメンバー全員が自分とチーム
の目標に向かって一生懸命取り組み、勝敗を超えた喜びを味わわせたい。また、最終的には、ゲームの運営も生
徒達の手で行わせたいと考えている。

５，指導と評価の計画 （別紙）

６，本時の達成目標

運動への関心・意欲・態度 チームにおける自己の役割を自覚して進んで取り組むとともに、健康・安全に
留意しながら協力して練習やゲームができる。

運動についての思考・判断 チームの課題や自己の能力に適した課題の解決を目指して、ルールを工夫した
り作戦を立てることができる。

運動の技能 個人的技能や集団的技能を身につけるとともに、三段攻撃を生かした攻防を展開
してゲームができる。

運動についての知識・理解 バレーボールの特性を理解し、競技や審判の仕方を理解できる。

７，本時の指導の構想
（１） 本時は、指導計画の３時間目にあたる。バレーボールを授業で扱うときに大切にしたい特性は、ネット

を挟んで攻防するために相手に邪魔されることなく攻撃ができることから、チームとしての課題や作戦を立
てやすいこと、また、それぞれのポジションでの役割が比較的はっきりしており、場面場面で誰が何をすべ
きかがわかりやすいことである。従って、生徒は「個人の課題」や「チームの目標」を具体的に設定しやす
い。また、ボールが落ちるたびにゲームや練習がストップするため、振り返り（相互評価・自己評価）もし
やすい。授業では、生徒ひとり一人の持っている力でゲームが楽しめるようルールや場の工夫をする必要が
ある。また、ゲームでは勝ち負けよりもどのような工夫や作戦を立てて練習したか、そのような内容だった
かというプロセスを大切にすることを求めたい。

（２） ウォーミングアップからチームごとで行わせ、チームワークを意識させる。また、チームにおける自己
の役割を確認しながら、レシーブ・トス・スパイクの三段攻撃練習を行わせ、動きの確認をさせたい。チー
ム結成後間もない現段階では、固定ポジションからの三段攻撃を基本として、場面に応じてのフォーメーシ
ョンを意識して練習させ （レシーブフォーメーションから・サーブ時のフォーメーションから・ブロック、
からのレシーブフォーメーションから）生徒のもっている力でゲームが楽しめるよう、ルールや場の工夫を
していきたいと考えた（コートやネットの高さなど 。ミーティングの中で作戦ボードを利用しながら、動）
きの確認と修正を行わせ、メンバーひとり一人が動きの必然性を認識し、練習内容をよりどころとして、チ
ームでのかかわり合いを生かしながら目標の達成に導きたい。
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〈Ａ〉達成度 〈Ｂ〉学習速度〈Ｃ〉取り組み方（学習の仕方）８， 本時の展開
〈Ｄ〉見方・考え方 〈Ｅ〉興味・関心 〈Ｆ〉生活経験

段 過 時
学 習 活 動 評価の視点・方法 指導上の留意点 教材・教具等

階 程 間
１．意欲的に準備運動をする。 １．チームごとにランニ ・デジタ イマ
（ランニング・体操・サーキッ ング・体操をする。サー ー、ビブス
トトレーニング） キットトレーニングは、 ネットの 高さ
パス練習（２人１組でのパス） 各自の回数で行う。 は、２１０ｃｍ

課
導 ２．欠席者・見学者の確
題 ２．集合・整列し元気よく挨 認をする。

拶をする。
入 確 ３．本時の学習課題を確認す

る。 ３．前時の発表から、学
習課題を導き出す。チー

認 三段攻撃の流れを理解し ムの課題・練習内容を発
て動こう！ 表し確認し合う。10

分

４．チームごとに練習をする。 ４．[運動についての思考・ ４．自分のポジション・ ホワイトボード
判断] 動きを理解し、チーム練 （チームごと）

・ レシーブ・トス・スパイク」 習をする。 デジタイマー「
三段攻撃 の構えを確認する 三段攻撃の流れを理解 （時間割で、場所を移動（ ） 。

・自分の役割を理解して練習す し、ゲームの中でプレ する）
展 課 る。 ーできるように練習す

ることができる 〈Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｆ〉
・三段攻撃は、チーム全

■ 〈観察・巡回指導〉 員がひとつのボールの動
題 Ａ：自分の課題のみならず きに反応し、活動するこ、

▲ ● チームの課題のためにメ とによってできるプレー
、 。ンバーをリードしながら だということを確認する

追 ○ △ 練習することができる。 ・チームでの声の掛け合
Ｃ：自分の役割を確認させ いを大切にして、常に構

□ る。チームメイトにアド えを意識しながらチーム
究 バイスしてもらう。 でのフォーメーションを

確認させる。

５．ミニゲームを行う。 〈Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｆ〉 デジタイマー
・三段攻撃を何本決められるか ５．[運動の技能] ・チームごとに、ボール ホイッスル、
を目標にゲームをする。 に対する動きを確認させ

開 ・特別ルールで行う。 三段攻撃を意識して、 る。
・他のチームに、気づいたこと ミニゲームをすること ・ゲームをしていない生
をアドバイスをする。 ができる。 徒たちからのアドバイス

を大切にさせる。
〈観察・巡回指導〉 ・必要に応じて助言指導

課 Ａ：チームをリードしなが をする。
ら、三段攻撃をゲームで 「ルール」
発揮することができる。 ・サーブは投げ入れ。

題 また、他のチームにもア ・三段攻撃で相手コート
ドバイスをすることがで に入ったら得点。
きる。 ・ローテーションあり。

解 Ｃ：自分の役割を確認させ 等
る。また、構えを確実に
行わせる。

決
30
分

６．整理運動をする。 ６．ストレッチ体操をす
ま る。

終
７．集合・整列し、本時の学習 ７．チームの目標・練習

と を振り返り、成果と課題につい 内容が、ゲーム活かされ
て話し合う。 ていたかどうかチームご

末 とに話し合う。
め ８．チームごとに発表する。 ８．チーム代表に発表さ

せる。10
分 ９．元気よく挨拶をする。 ９．安全を確認し、後か
協力して後かたづけをする。 たづけの指示をする。




